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1 ．は じめに

　四 国沿岸及 び大 和路 を 中心 とした伊能忠敬 の 第 6 次測量 は、文化 5 （1808）年 1月 25 日か ら文化 6
（1809）年 1 月 18 日にか けて 行な われ た 。 こ れまで四 国各地の 伊能忠敬測量 隊受 け入 れ に関する文

書は高松藩、土佐 藩、徳島藩 の 応接を 中心 に紹介 され 、伊能図 （四 国全図 ） と の 閧連で研 究 され て き

た ω 。 しか し大和 路の 受 け入れ状況調査 は遅れて お り、兵庫村御触書廻文写帳が初見で ある。

　兵庫村御触書廻文写帳は、享和 2 （1802）年に忠次郎が兵庫村庄屋 に任じ られ 、 以後 文化 ll （1814）
年 に辞職す る ま で 、 13 年 間書 留め られ たもの が存在す る と思われ る。しか し、残存す る も の は 筆者

が所蔵する享和 2 年か ら文化 7 （1810）年 まで の 7 冊 で あ り、文化 2 （1805） 年 と文 化 4 （1808）年

が欠落 し て い る 。 こ れ ら の 文書 は 、 各地に残 る庄屋 もし くは名主の御用留と呼称 され て い る も の で あ

る。

　忠 次郎の 庄屋辞職 につ い て は、文化 II 年の 辞職願 い の 下書き 「乍恐以書付御願奉 申上候」 に 明記

され て い る ω
。

　　乍恐以書付御願奉申上候

　私儀　不調 法 もの に御座候得共御憐憫ヲ 以去々 戌年与居村庄屋 役承被仰付若年頃 よ り乍不行 届

御影 ヲ以 最早拾三 ヶ 年 も相勤来 り難有奉存候 然ル ニ 近年愚念二 存 付候 二 付元 来難渋之村方 二 而小

前米懸銀弥増 自前申分種 こ も相成 可 申哉 と存 然ル 時之村柄取直仕度心底 二 而 相勤候詮 も無之存 合
二 や一先退役支度奉存再三 以書付願上 候処御 聞届 二 被為成下跡役岸 田村 庄屋 善五 郎兼後見大 西村

定治郎被為 ・…　　 以下略 …

　忠 次郎が庄屋 と し て 担 当した兵庫村 の 規模は 、残 された享 和 2 年か ら文化 ll 年迄の 定免下札 、と

定免割に 示 さ れ て お り、364 石 5斗 3升、7 ツ 4 分 1厘 割で あ る。こ の 期間を通 じて 変化 な く、文化
五 年 の 下札 も同様で ある （3）

。

　7 ッ 4 分 1 厘割 とか な り高 率な租税賦課率で ある が、土地 利用 は 、 文化 6年御触書廻文写 帳 「毛訳

目録」 に記 されて い る様 に、木 綿の作付け面積が半分 を占め る ω
。 木綿栽培は 、文化期 には肥料等

の 高騰 に よ り利益 率が低 下 した とは い え 、武部善 人の 河 内木綿研究 で 示 されて い る よ うに、文化 12
（1829）年か ら嘉永 6 （1853）年の 平均で 稲作の 2．13倍の 利益 が あ っ た （5） 。また 林玲子が早 くか ら

指摘す る ように 、兵庫村近隣の 長柄村や 丹波市村 に は繰綿問屋が多 く、大坂か ら江戸 へ 、さ らには 常
州真壁郡 下館ま で 繰綿 を送 りだ して い た   。繰綿は、 い わ ゆる 下 り物 の主 要商品で あ っ た。
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　　 （文化六 ）巳年毛訳 目録

一
、 拾壱町三 反九畝拾壱歩　　木綿作方

　　　　右米百五拾五 石 九斗八 升壱合八 夕

一、拾 四 町三 反七 畝　　　　　稲作方

　　　 　右米百七拾四 石 五斗九 升

〆 弐拾五 町七 反六壱六畝拾壱歩

　　　　右米三 百三 拾石五斗七 升壱合八 夕

右 之通御願奉 申上 候

　　　 　　巳 六 月十八 日

　　　　郡方役所様

　こ の よ うに、文化期 の 兵庫村 は商品作物で ある木綿を栽培 し、貨幣経済や 商品流通 が深 く浸透 した

先進経済地域で あ っ た 。 兵庫村 を所領と した の は 、織田 有楽斎の 後裔で あ る芝村藩
一

万 石 で あ り、現

在の 天理 市兵庫町に あた る 。丹波市村は現在の 天 理市 の 中心地に位置する 。

2 ．大和路測量 日記 と兵庫村

　伊能忠敬の 大和路測量 は 、 文化 5年 ll月 26 日大坂淡路町 出立 に始ま り、兵庫村 を通過 した の は、

12 月 10 日で ある 。 兵庫村 は、奈良か ら丹波市村 を経て 桜井村 に抜 ける大和上街道に面 した家数 30

戸 の 村落で ある 。こ の こ とか ら、測量 日記で は村名を記 して い る にす ぎな い 。佐久間達夫 に よ る測量

日記 （清書編）の 翻刻は、 12 月 10日の 条を以下 の よ う に記 して い る （7）
。

　同十日　朝曇天 。本村 よ り初、直 に同国山辺郡 （藤堂和泉守領分）、磯上村、田部村、別所村

河原城村、丹波市村迄測 （中食、庄屋 松屋 林兵衛、此村 に 印杭を残 し内山へ 測）、勺方村 （織田

左衛門佐領分）、山 口村 を過、内山金剛乗院迄測 。 そ れ よ り堂 閣 を一覧 し、無測 に て 布留 明神 を

拝 し、それ よ り丹波市 へ 立 帰、残印よ り初 、 右側 （小 堀中務御代官所）、田村 、左側 （藤堂和泉

守領分）、勺方村、そ れ よ り （小 堀中務御代官所）、永原村 （藤堂 領）、三 味田村字権現 （同領 ）、

佐保庄村 （織 田左衛門佐領 分）、兵庫村　 （小 堀 中務御代官所） 、萱生村 （織 田芳治郎領分）、

成願寺村、右側 （織田芳治郎領分）、中山村 、右側 （織田左衛門佐領分）、岸 田村 、それ よ り式

上郡 （又 日城上 郡）、右側 （織 田芳治郎領分）、長 岡村、左側 （釜 口寺領）、同村 を経て 柳本村

に至 る 。 即 、織田芳治郎在 所 二 八 ツ後 に着 。

…　　 以下略 …

　測量 日記文 中の 下線は筆者 に よ る が 、勺方村 は勾田 村の 誤記で あ り、兵庫村は小 堀 中務御代官所領

分 で は な く、織田 左衛 門佐 （1766− 1839）領分すな わ ち 芝村藩の 所領で ある （8）
。 芝村藩 は 、以前 は

戒 重村 に陣屋 （延享 2 （1745）年 まで ）を置 き 、 戒重藩 と称 して い た。戒重村は、吉野行 き の 帰路 12

月 20 日に止 宿 とな っ た
（9） 。下記下線部 も誤記で あ り、式 上郡戒重村 で ある 。

　同 20 日　朝晴雲。 …　　 以下略 …　　そ れ よ り式 上郡戒上郡 戒重村 （織 田左衛 門佐領） 迄測 、止

宿石井宗八 郎 （酒造屋 にて 領主よ り名字佩刀）別宿油屋 善治郎な り。 着後 、 織 田左衛 門佐 内、馬場磯

右衛門来る。午前植村駿河守郷同心 、同御預 り所、同心 案内。此 夜雨 。
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　こ の 20 日の 条 で記 されて い る酒屋 石井宗八 郎、油屋善治郎 、芝村藩の 馬場磯右衛 門の 三 名 は、兵

庫村御触書廻 文写 帳に頻繁 に記 される て お り、芝村藩接待役は 馬場磯右衛 門 と石井宗八 郎が 中心 で あ

っ たと推測さ れ る 。

　なお 、上述 の 12 月 10 日に行われた兵庫村測量 に関す る 先触が 届 いた の は、 IO ヶ 月 程前 2 月 で あ

り、御触 書廻 文写帳に忠次郎は 「廿四 日相見仕候」 と記 して い る。そ の 内容か ら、京都町奉行所 を通

じて の よ う で ある qo  そ の 後 、忠次郎の 伊能忠敬 一一
行に つ い て の 記載 はな く、伊能忠敬 が 四 国測量

を終了し、大坂 を立 ち大和路 に入 る ll月 23 日付の 触書 、及び南都出立を知 らせ る 12月 4 日 、 8 日

付丹波市村役人の 廻 状、7 日の 「写」 が、至 近の もの で あ る 。 2月に 出された先触を下 に記す 。

此度測量為御用天文方高橋作左衛門手附伊能勘解 由并下役四 人内弟子三 人当正 月廿五 日江戸出立

東海道浜松 よ り測量相始気賀街道本飯越御油迄測量 い た し　同所 よ り無測量　二 而 大津追分 迄 相

越　同所よ り相始亀谷通伏 見迄測量 いた し　伏見 よ り又 無測量 二 而大　坂迄相越 　同所よ り乗船

二 而 夫 よ り西国筋嶋 々 其外 最寄之 山 々 城下街道等 相測 り　又 大 　坂工 出奈良街道 大和 伊賀其外

国 々 相測 り夫 よ り木 曽街道 工 出測量 いた し　若冬 二 而 木曽　路測量難相成節者勢州松坂よ り直二

東海道返 り帰府之 積　尤国 々 相廻 り其所之様子 二 而 　少 々 宛前後二 も可相成候

右之所 々 二 而諸事差支 無之様可致候右之 趣大 和国 中相触も の 也

　　　辰 二 月

　こ の よ うに 、 かな り早い 時期に先触が 出されて い た。この触書によ っ て 第 6次測量 は 、当 初松坂か

ら木 曽路経 由 で 帰路 に つ く こ とを 目指 して い た こ とが分か る。実際に は 、 松坂か ら直 に東海道を下向

した 。

　2月 の 先触 に基づ き 、 12 月 4 日に丹波 市村役人か ら兵庫村 に廻状が 出される 。こ の 廻状は 、11月 26

日の 大和路測量出立前、23 日に 出され た触書の 写 し及 び、各村 々 の 地名、旧所、名所等の 調査書 （村 々

書上 帳）差 し出 し に つ い て の 伝達 と ともに廻 され た。

　12月 4 日の 廻状 は次の 通 りで あ り、上 長岡村 は柳本陣屋 の 街村 （ID
で ある。

　急廻状 を以得御意候　然ル ハ 此度天文方測量為御用御役人様方別紙御先触之通　御通行可有

之候哉 二 奉存候 間 　左 之御 村々 相廻 り申候刻付 を以早 々 御巡達可被 成者留 り村与此廻状御戻 し

可相成候

　従御先触差 入

　上 長岡村与 先村 へ 御送可被成候 　以上

　　　十 二 月 四 日巳 中刻　丹波市村

　　　　　 　　　　　　 　 役人

3．村々 書上帳 と大和路測量のた めの 触書 「覚」

　12 月 4 日の 急廻 状 と と もに送付 された村 々 の 調査 （村 々 書上 帳）は、半紙堅 帳に細字 で 記 入す る

よ うに要求 されて い る。通 過す る村 々 に対す る こ の よ うな 調査 は、2 次測量 日記 にみ られ 、第 4 次測

量か ら測量 関係資料 と して正 式 に提 出させ られた といわ れ る （IZ）
。 調査項 目は 以下 の 通 り で あ り、詳

細 に渡 っ て い る。

　兵庫村の 書上 帳は 、 次 ぐ 8 日 の刻付廻状 （次節 4 で 示 す）で 、9 日に柳本村 の 宿泊所 に提 出す る よ
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うに命 じ られ た。

　、半紙堅帳二 成丈 細字認候事

一、難讀取郡名村名エ ハ 仮名致 し候事

一、一
郡 二 限観テ 壱組 二 限 り観一帳 二 綴候而 も宜敷候

　　何誰領分

　　何国 何郡何村

一、高何千何万 何百何十何石何斗何升

　、家数何百何十軒

　　　　内何百 軒　本村

　　　　　何拾軒　伝郷字名

一、村長 　東西何十何町

　　 　　南北何十何町

　　　　内何拾何 町　居村

　　　　　何拾何町　野 間

一、村 内往来筋　何拾何町何十間

　　　　但 何村境与何村境迄

一、居村往来道 々 二 御座候

　　　　但 駅観立場与 若シ 往来与引込候ハ y
“
往来与居村迄何町方角何 若 し本村往来与 引

　　　　　　込伝 郷斗往来有 之候ハ ゴ其訳 認 〆

一、当村与隣村何村家居迄方角凡何 町其問 田畑山越 か

一、何川舟渡 シ寄 行渡式橋長何拾間

一、御朱院高何拾石　宗旨山号寺号

　 、寺何 ヶ 寺　　　　内何宗何寺

　　　　　　　　　　　何宗何坊

一、社何 々

一、名所何々

一、旧跡何 々

一、名産何 々

　 、古城跡何山誰古城 　確者不分者誰古城 と申伝候 と認 〆

　 、遠山見渡 　何 山方 角何兀 何里余

　　　 右之通相違無御座候

　　　　　 年号 月 日　何村 　庄屋誰印

　　 　　　　　　 　　　　　年寄

　村 々 書上帳に加 えて 4 日の 廻状 は、11 月 23 日付 け の 大和路測量の 為の 触書 「覚亅 と人足及び馬 の

差 し出 し を命 じた 年初正 月 の 「覚」 を付 して い る。測量 日記 （清書編） 11月 23 日 の 条 は 「朝よ り晴

天 。大和路 へ 測量先触 を出。」
  と記 し て お り、そ の 内容は兵庫村 御触書廻 文写帳 によ り初め て 明

か にな っ た。しか し、こ の よ うな書式は 、 大和路測量独特 の もの で はな く、正 式の 幕府御用 とな っ た

五 次測量以前 に も 同様式 の御証文 を先 々 に出 して い る q4）
。
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　　　　覚

　 御證文

　　
一、人足八 人

　　
一、馬七 疋

　　
一、長持壱棹持人足

　右者我等共 国々 測量為御用 近 々 大坂 出立十三 峠越立 田当麻信貴法 隆寺与郡 山 へ 出　夫与南都

三 輪多武峯初瀬通 り阿保越勢州松 坂迄致通行候 二 付　御證之通書面 人馬無遅滞継立其外瀬川 渉

等　差支無之様取計 可被 申候

　
一、右通行筋山 川共測量候間村 々 罷出案内致し　且別紙案文之道書付相認前夜 旧迄差出可候

　
一

、休 泊之 儀雨 天風烈其 外御用 調等 二 而致逗留 候付　途 中与追々 可遅候 支度 之儀者御定木

銭米代相拂候間　其所之有合品二 而
一

汁
一

菜の 外馳 走ヶ 問敷儀可為無用 候　則 御證文写三通 相

添差出候 　先触之所 々 順達勢州松坂留置我等共着之節可 被相返候　以上

　　　十
一

月廿三 日

　青木勝次郎

　下河辺 政五 郎

　柴 山伝左衛 門

　坂部貞兵衛

　伊能勘解 由

　　大坂源 口 夫与河 内和州伊賀伊勢松坂迄

　　右国々 街道駅村 問屋 年寄名主組頭中

　　覚

、 人足　七 人

、馬　　壱疋

、長持壱棹

　　辰正 月　　　 備前　印

人足壱人馬六 疋

　　文化五 辰正 月　備前　印

4 ．12 月 7 日、8 日の 刻付廻状 と宿泊の 「写」

　12月 4 日 の 廻 状 に次 い で丹波市か ら 7 日 に人足差 し出 しの 廻状 と、8 日付 けで 人 足集合場所、時刻
を示 した 刻付廻 状が送付 され る 。 同時に、宿泊予 定に つ い て の 「写」 が配布され た 。兵庫村 に割 当ら

れた 人足差し出 しは 3 名で ある。しか し、大和路測量 は 5次測量 14 名 とほぼ同規模 15名で ある こ と

か ら、人足 動員数 は 「測量手伝 い ・所道具持ちで 四十か ら五 十人 、荷物運びで 五 十 人 と 、

一
日 に 約九

十人 か ら百 人の 人足数 を数え る 」
（15）

と推測 され る。

　8 日の 刻付廻 文 の 後 に 、忠次郎は 人足 3 名差 し出 し の 確認 を込めて 、　「人 足三 人 」 と記 して い る 。

　　丹波市 七 日廻 状

人 足三 人　　　　 兵庫 村
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　刻付廻状者以得御意候　然者天 文方御役人様方御城泊付之 御先触只今至 来致 し二 付　別紙書

写相廻 し 申候　御読之 上 御承知可被成候

　一、以後十 日当所御昼 休被仰付候人馬割之儀　前刻申触之通 相違十 日朝六ツ 時弁 当意丹波 市

会所 へ 　御差出可被成候

　一
、御触之御文而承知被成候村々 書上 帳　此九 日柳本村御宿所 へ 　御 差上 可被成候此段申触

度如此御座候　当留 り村与此廻状早 々 相戻 し可 被成候

　　辰十 二 月八 日　 丹波市村

　　　申上 刻出　　　　役人

人 足三 人

　刻付廻状 と と もに付され た宿泊予定の 「写 1 は、下 記の 通 りで あ り、こ れ ら の 日程 は 、測量 日記

と合致する 。 測量 日記 の 示す宿泊所は、 11 月 26 日大坂出立
一

略
一12 月 5 ・6 ・7 ・8 日南都樽井

町泊 （春日社、東大寺等参詣 ） − 9 日櫟本村泊 一IO 日柳本村泊
一ll 日桜井村泊

一
略

一20 日戒重村

泊
一
略

一27 日松坂泊 一
で あ り

（16） 、順調 に測 量が 行わ れ た こ とを示 す D

　　　写

　明後九 日南 （都）出立左之泊 二 順 二 相越 し条得其意宿用迄可 有之候 　尤上下拾五 人相越候 間

若宿所間 挟 こ も候ハ y
“
近辺 へ 別宿用迄 可到候

　一、先達而触書二 申達 候通 村書上持参前宿 へ 不遅様 罷出可 申上 候　休泊之 村々 二 而 間々村々

エ 道違 い た し可 申上 候

十 二 月　七 日　　測 量方御休

　　　　九 日泊　　　櫟本

　　　　十 日休　 　 丹波市

　　 　　　　泊　　 　柳本

　　 　十 一日休　 　　三 輪

　　 　　　　泊　　 　桜井

追而雨天二 候得バ 測量 難相成候間　逗留 日送 り積相心得可被 下候　以上

5 ．結びに代えて
一付 、 文化 6 年間重富の 古尺 調査た め の触書

　人足 3名 を差 し出す こ とで 終わ っ た 2月 以来 の 幕府測量方受 け入れ の 清算が 、芝村藩領の 戒重村か

ら去 っ た廿
一

日に下記 の よ うに行われた。大騒 ぎ した割 には 、皮相な結果 に終わ っ た事 を示 して い る

が、割の 良い 人足 出しで あ っ た こ とが分か る 。特 に 、文化 5 年 は稲作及び綿作が不作 で あ り、特筆す

べ き で き事で あ っ た と思 わ れ る
（17＞ 。

　　覚

一、銀百七 拾四 匁五分

　右ハ 丹波市与 上長 岡村迄四 十 1
一
二 割付

　壱丁 二 付 　四 匁三 分六厘 か け

一、兵庫村 　弐丁 分　八 匁七 分弐厘
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内　三 匁　出人足三 人

残 　五 匁七 分 二 厘

文化五 辰極月廿
一

日

　以 上 が、文化 5 年の 兵庫村御触書廻文写帳に記 され た 、大和路測量 の 兵庫 村で の 顛 末で ある。また 、

翌文化 6 年の 御触書廻文写帳 には、間重富 （五 郎兵衛 、1756−1816）天 文方御用 に 関 す る触書が残 さ

れ て い る。 これ は、倅 間重新 （清一
郎 ・清市郎 、1786−1838）等 とともに行 っ た古 尺調 査 に 関す る も

の で ある
（18＞ 。

　問重新 は、間重富の長男、文化 6年 に正 式に天文方御用 を仰せ つ か っ た。文化 5年 の 伊能忠敬測量

日記の 中で も、大坂に近づ くに つ れ忠敬は間清市郎宛の 手紙を送付し、合っ て も い る  
。

　文化 6年御触書廻文写帳に忠次郎が記 した間重富関係の も の は、下記古尺調査 ための 急廻状 と 「覚」

のみ で あ る 。な お 、残念なが ら文化 7年 5 月 16日か ら 4、5 日か けて 行 われ た南都付近 の 古尺 に つ い

て の 再調査 関連 の 触書 は （20）
、 兵庫村文書 に はな い。

　急廻状 を以御意得候 　然者此度天文方測量 為御用 二 御役人様并南都御番所様与御先触別紙之

通御通行可有 之哉 二 奉存候間　左之御村 々 工 御順達可 被成候者留 り村与此 廻 状御戻 し可被成候

　但 御先触 弐筋上長 岡村与先村 へ 御送 り可被成候 以上

　　　　　 　　　　　　 　 丹波市村役人

　　　　 巳八月廿 四 日

　　　　　 　酉中刻 出

　天文方御用 二 付 　大坂町人　間 五 郎兵衛義　来ル 廿六 日朝南都出立 左之通

　　　　　 　布留社

　　　　　 　内山寺

　　　　　　飛鳥寺

　　　　　 　橘寺

　　　　　 　当麻寺

　　　　　 　法隆寺

　右寺社工 致巡行候問　通行村々 二 而賃 人足泊 り宿等 之儀計候ハ y
“
　無 差支 様可致候此段相達

候　以 上

　　　　　 　鈴木相守組

　　　　巳八 月廿三 日

　　　　　　橋本金四郎

　　　　　右寺社通行筋村々

　　　　　 　庄屋年寄

　　覚

一、人足 四 人 　長持棹箱

　上 下六 人

明後廿六 日朝六 ツ 時南都出立
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　間重富 の 大和各古社寺 の 古尺調査 に つ い て は 、大坂市立博物館所蔵羽間文書に 管見 され 、彼の 墓 か

ら曲尺が発見 され て いる 。しか し、正 確な調査 結果は 不明で あ り、また 、こ の 曲尺 の 正 確な採寸、調

査 に つ い て は 、 伊能尺がそ うで ある よ うに 、今後の 調 査、研究 によ る。伊能尺 と問重富 の 曲尺の 相互

の 関連性 の 解 明が 、待た れる。

付記

　本小 稿を上梓す るに あた り、兵庫村御触書廻 文写 帳等 の 翻刻に つ い て は、故小柳克己翁 （1998．8．17

永 眠）及び森川 年久 氏 （日本計量史学会） に 、また伊能忠敬研究に つ い て岩 田重雄氏 （日本計量史学

会 会長） 、青木 司氏 （佐原市伊能忠 敬記念館） 、問重富研究 に つ いて 井上智 勝氏 （大 阪市立 博物館）

か らご助言 、ご指導 をい ただ い た。こ こ に、深 甚なる謝意を表す る 。

注記

（1）西川治及び 新沢義博著、資料 四 　地方史 に お け る伊能忠敬、その 事例的表示 、東京地学協会編集 、

　伊能図 に 学ぶ 、朝倉書店、1998年、255 − 260頁。

（2）忠 次郎 辞職 の こ の 文書 は、 13 年 に 渡 る 庄屋在職 中の 諸帳面 を村方か ら調 べ た い か ら出すよ うに

　い われ 、 差 し出 した が、これに つ い て色 々 不正 が あるか に 訴え られ た こ とに対す る連綿に渡る 釈明

　文で ある 。 内容 は、  高利借入 に 関連す る 事 、  池底売却の 件、  高違 の 件に つ い てで ある 。

（3）文化 5 年の 下札 は下記の 通 りで ある。

　　　下　札　　兵庫村

　　　　文化五 戌辰年定免相之事

　　　一　高三 百 六拾四 石五 斗三 升 二 付　七 ツ 四 分壱厘

　　　　右 之通相極候間来ル十二 月十 日

　　　　以 前急度 皆済可 仕者也

　　　辰 十一月　　　　　　　　　　馬場　磯右衛門

　　　 　　　　　　 　　　　　　　 太 田　 六次郎

　　　　　　　　　　　　　　　　 香川　八郎 平

　　　 　　　　　　 　　　　　　　 山形　弥税

　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　 兵庫村 庄屋

　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　 忠次郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年寄　惣百姓共

　 米弐拾石　　　　困窮 二 付救　　兵 庫村

　　　 辰　　十
一

月　　兵庫村

　　米四 拾 四 石 　　　　　木綿作痛江

　　　 辰　 十
一

月

（4）文化 5 年の 毛訳 目録 に は 、木綿作方 を前稲方 と して い る。

　　　　 　　 毛訳 目録

　　　一、弐拾 七 町七 反 六拾壱畝也

　　　　　　 右米三 百 三拾石五斗 七升壱合八 夕

　　　　 　内
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　　　　　拾町八 反弐畝拾壱歩　　米作方

　　　　　　　右 米百四 拾六石 七 斗

　　　　　拾四 町九反四 畝 　　　　前稲方

　　　　　　　右 米百八拾四 石 五 升壱合八 夕

　　　　　右之通 相違無御座候以上

　　　　　　　文化五 年辰年六 月 十九 目

　　　　　　　　　　　 庄 屋年寄

　　　　　　　郡 方役所

　　兵庫村の隣村長柄村 の 毛訳 も 、 同様 の 比率 を示 す。天理市史編 さん委員会編集、改訂天 理市史、

　上 巻 昭和 51 年、289 頁。なお、大和で はな い が奈 良か ら二 里 の 距離で あ り、流通圏と して は 当

　然大和に入 る と思わ れ る 山 城国相楽郡西方花野村 に つ い て は、林玲子 著、江 戸問屋仲間 の研 究 、 お

　茶の 水書房、1967 年、15 頁。井奥成彦著、近世南山城の 綿作 と浅田家の 手作経営、石井寛 治 、 林

　玲子編、近世 ・近代 の 南山城、東京大学出 版会、

　 1998 年 、 247頁 。

（5）武部善人 著、日本木綿史の 研 究、吉川 弘文館 、 昭和 60 年、261頁。

（6）文化期に入る と、畿 内か ら江戸 へ の 入 津の 繰綿は地木綿 に おされ、地木綿の 不作年 に の み使用 さ

　れ る よ う にな っ た 。 林玲子著 、前掲書、188頁 。

（7）佐久間達夫編 著 、 第 6 次測 量 日記、伊能忠敬記念館、昭和 63 年、 126頁。山辺 教育会編、奈良

　縣山邊郡誌 、中巻、昭 和 48年、38− 46頁 。

（8）文化 7 年大和 神社鳥居の 再建に つ い て の 兵庫村文書が、近隣各村 の 帰属 を 示 して い る 。 大和神社

　は 、地 域 9 ヶ 村 の 村社で あ っ た。

　　　　 織 田左衛 門佐殿領分

　　　　　　　山辺 郡 　新泉村 　兵庫村 　岸 田村

　　　　 織田芳治郎殿領分

　　　　　　　同　郡　中山村　成願寺村　佐保庄村　東三 味田村

　　　　　籐堂和泉守殿領分

　　　　　 　　同 郡 西三 味 田村

　　　　　小 堀中務殿 御代官所

　　　　　　　同　郡　長柄村

（9）佐久 間達夫編著、前掲書 、130頁。

（10）先触 に下記の 文書 が付随 して い る 。

　　　別紙書付候趣 可被承 知候郡地二 相触候 間　村次不洩様順 々 相廻 し寺社并 其村 々 庄屋年寄印形

　　二 而承知致候段被請書京都御役所工 可持参 もの 也

　　　　　 　 辰二 月

　　　　　 　　 大和

　　　　　 　　 越前

（1D 上長 岡村は柳本 陣屋 街村を 形成 して い る が、最 も兵庫村 よ りで あ る。池 田末貝1」、横田健一監修、

奈良県 の 地名、日本歴 史地名体系 30、平凡 社 、 1981年 、737頁。

（12）渡辺孝雄著 、伊 能忠敬の 全国測量 と現地 の 対応 に つ い て 一第一次測量〜第五 次測 量を 中心 に 一、

　東京地 学協会編集 、前掲書、35頁。
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（13） 佐久 間達夫編著、前掲書、121頁 。

（14）第 3次測 量 日記 （奥州街道、奥州諸盆地 、 日本海海岸）、高田 よ り 出 した 先触すなわち御証文、

　また 、渡辺 孝雄の 引用 した第 5 次測 量 日記 （西国筋
一

円海沿測量御用）の 御証文は高橋御用 日記 （佐

　原市伊能忠敬記念館蔵）か ら で ある 。佐 久間達夫編著、前掲書 、第三 次測量 日記、69 頁。渡辺孝

　雄著 、前掲書、41 頁。

（15）　「第 5 次測量は、文化 二 年 二 月 の 出発 時点で も下僕 を含め十四 人 を数 え、そ れ ま で の 測量 人数

　に比 べ ほぼ倍増 した 。 」 渡辺孝雄著、前掲書、40 及び 50 頁 。な お 、第 6 次測量 、大和 路で は 、文

　化 5 年 11 月 26 日の大坂 出発時下僕を含め 15名で あ り、ほ ぼ第 5 次と同規模で あ っ た。清水 流規

　矩術町見 に基 づ く測 量隊 の 編成 は、一
班 6 名、人 足 10名、馬 3 疋が 理 想 と され た。松 崎利雄著 、

　江戸時代の 測 量術、1981年、293− 5頁 。

（16）佐久間達 夫編著、前掲書、9頁 。

（17）拙稿注 （3） 文化 5年下札参照。なお、本資料の 人足出 し の 清算書か ら、5 次測量以降幕府御用 に

　な っ た とはい え 、 人馬賃が単純に 無賃に な っ た とは考 えに く い 。渡辺孝雄 は 、3 次以降人馬賃 は無

　賃にな っ た と して い る。渡辺 孝雄著 、前掲書、50 頁。確か に文化 2 年第 5 次測量の触書で は、以

　下の よ うに記 され て い る。　「右者此度東海道其外西國並 中國筋海邊浦 々 測量為御用被差遣 二 付書面

　之通 り無賃之人馬被下間宿々 村 々 おゐて 其旨相心得往返共無滞可差出者也」大谷亮吉著、伊能忠敬、

　岩波書店、大正 6 年、ll3頁。

　　なお 、文化 5 年の 不作 に ともな う、御触書廻文写帳に記載 され て い る 同年の 南都米相場。

　　　　銀割付　南都相場

　　　　　　国 中米石七拾壱 匁七分弐厘 四 毛

　　　　　　山中米石七 拾壱匁弐分二 厘 四 毛

（18）間重富の 古尺調査 は、文化 4 年高橋景保 と共 に作成 し文化 7 年 に版刻 され た 「新訂 萬國全圖」

　と の 関連で 、欧州各国の 度制並び に其 の 尺度 と本邦尺度 との 比を正 確 に知る こ とを痛感 して の こ と

　で あ っ た、と い われ て い る。文化 六年 四 月 、 重富が 帰坂す るや 直ち にそ の 計画が立 て られ 、6 月 に

　出立 予定で あ っ たが病の た め 8月 に延 期 された。

　　8 月 中旬 に大坂を出立 、 20 日か ら南都付近の 調 査 を開始し、26 日よ り古の 社 （布留社 ）等遠方

　の 寺院の 調 査 に 移 り、最後に法隆寺 の 調 査 を終えて 、9 月 7 日夜再 び奈 良へ 帰着 して い る。9 月 10

　日 に、大坂 に戻 っ た 。渡邊敏夫著、天 文暦 學史 上 に於 ける 問 重富 とそ の 一家 、 山 口書店、昭 和 18

　年、130− 134頁。兵庫村文書は、26 日よ りの 調査 を行 うため の触書で ある 。

（19）測量 日記で は 、 問清
一

郎 を間清市郎 と して い る 。 佐久間達夫編著、前掲書、21 及び 121頁。渡

　 邊敏夫著、前掲書 、 153頁。

（20）文化 7 年 5 月 に再調 査が行われて い る に もか か わ らず、渡 邊敏夫が述 べ て い る よ うに この 調査

　結果 は存在 せず、　「若しか かる書類の 存在が知 られ る な らばわが国度量衡 に関 して 貴重な る文献 と

　 な る こと は論 をまた な い 」 と、い う こと になる 。 渡邊敏夫著、前掲書、 138− 140頁。
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            The survey  of Yamato district by Tadataka INO and  Hyogo village
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  I obtained  some  documents about  Hyogo vi11age  in Yamato district. One of  themis an  official

document written  in the fifth year  of  
"Bunka"

 (1808). This documentwas written  by CYUJIRO, an

officer  in Hyogo,and includes a few records  about  the survey  of Yamato district, which  is

conducted  by Tadataka INO. I confirmed  that INO had conducted  the survey  of Hyogo village  by

referring  te the diary of  rNO'ssurvey written  on  December 10,l808.

   In my  paper,I  would  1ike to report  the survey  of  Hyogo village  in Yamate district. However,

I could  not find the most  important topographical document of Hyogo vi1lage  reported  by CYUJIRO.

I am  trying to find it, but it is very  difficult to do it currently.  I will  reinvestigate  the

documents about  Hyogo village.because  there is high possibility that I find it in the near

future.
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